
                        

平成 26年 10月 10日 

 

第 40回県・横浜・川崎・相模原四首長懇談会結果概要 

 

１ 報告事項 

（１）地震発災時等に備えた協力体制の強化・推進 

県・横浜・川崎・相模原防災・危機管理対策推進協議会から、取組成果 

として、富士山噴火に伴う降灰対策について、また、今後の取組として、 

災害発生時の踏切における緊急自動車等の通行の確保について報告を受け 

た。 

 また、崖地対策について、四県市の防災・危機管理対策協議会で検討す 

ることとした。 

 

（２）水素ステーションの整備促進について  

国が「水素・燃料電池戦略ロードマップ」を策定したことを踏まえ、「か

ながわ次世代自動車普及推進協議会」において水素エネルギーの普及に向け

た包括的な地域版ロードマップの策定を目指して協議することとし、その中

で、水素ステーション整備の方向性を示していくこと、水素エネルギーに関

する普及啓発活動を四県市で連携して実施したことについて報告を受けた。 

また、今後の水素ステーションの整備促進に向けては、一層の規制緩和が

重要であることが確認され、四県市としても機会を捉えて国に働きかけてい

くこととした。 

 

（３）子どものネット依存症対策について 

   子どもたちのネット利用の実態を把握するため、小学生、中学生、高校 

生を対象として、四県市共同で実施した「ネット利用に係る実態調査」の 

結果について、報告を受けた。（資料１） 

また、ネット依存症の診断基準の早期策定や有効なネット依存予防策の提 

示について、国への要望をまとめるとともに、実態調査の結果等を踏まえ、 

ネット依存の予防に向けた効果的な対策を、各県市で取り組んでいくこと 

について報告を受けた。（資料２） 

 

（４）公共施設の老朽化対策等について 

高度経済成長期を中心に整備を進めてきた公共施設の老朽化対策に関し、

四県市の取組状況に係る意見交換や課題解決に向けて検討を行ったこと、ま

た、計画的な修繕・改修等に係る財源の確保や公共施設等総合管理計画の策

定要請に対する対応など、引き続き取り組んでいくことについて報告を受け

た。 



                        

２ 協議事項 

（１）地方分権改革の推進について 

  地方の意見を最大限尊重した地方分権改革を進め、真の分権型社会が実

現されるよう、「提案募集方式」における地方の提案の実現など、国と地方

の役割分担の徹底した見直しによる地方への権限移譲や、真の分権型社会

にふさわしい地方税財政制度の構築等について、「地方分権改革の実現に向

けた提言」としてとりまとめ、国に対して提言することとした。（資料３） 

 

（２）国際競争力の強化に向けた首都圏の空港政策の充実について 

我が国の国際競争力の強化に向けて首都圏の空港政策をさらに推し進め 

るよう、羽田空港の機能強化及び羽田空港を核としたまちづくりや空港周 

辺の都市・交通インフラ整備に向けた取組について、国に対して申し入れ 

ることとした。（資料４） 

 
３ 意見交換  

（１）男女の活躍を推進する子育て支援について 

子育て支援の取組を一層強化することで、男女ともに活躍できる社会を 
実現するために、【別紙】のとおり、潜在保育士向けメッセージの作成、放 
課後児童健全育成事業の職員の資質向上と安定雇用に向けた取組、ワーク 
ライフ・バランスの推進に向けた企業向けの取組支援の充実について、四 
県市が連携して取り組むこととした。 

 

（２）国家戦略特区及び総合特区を活用した取組の推進について 
各県市が、それぞれの強みを活かし、ヘルスケア・ニューフロンティア 

の推進、殿町キングスカイフロントの拠点形成、横浜プロジェクトの推進 
及び臨床研究ネットワークによる高度医療開発、ロボット技術の研究開発 
及び関連産業参入等について、グローバルな戦略を展開し、国家戦略特区 
及び総合特区を有効活用することにより、健康長寿社会の実現や新たな市 
場・産業の創出、国際的ビジネス拠点の形成に連携して取り組んでいくこ 
ととした。 

            
（３）東京オリンピック・パラリンピック競技大会について 

各県市の取組状況や今後の取組について情報共有し、それぞれの特長を 
活かしながら、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の 
成功に向けて一層協力していくこととした。 
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本資料は、平成 26 年度に実施した神奈川県・横浜市・川崎市・相模原市の共同によ
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１．調査趣旨 
 

 近年、全国的にスマートフォンやソーシャルメディア利用が急速に普及したことにより、

新しいサービスやコミュニケーション形態が拡大し、これに伴う長時間利用が懸念されて

いる。 

こうした中、四県市（神奈川県・横浜市・川崎市・相模原市）は、平成 25 年 10 月に行

われた四首長懇談会での提案の結果、ネット依存に係る小中高校生の実態把握やネット依

存から子どもを守る効果的な取組について、意見交換を行い、共同で研究や検討を行うこ

ととなった。 

その取組の一つとして、県内の小・中・高等学校の児童生徒のインターネット利用の実

態を把握し、今後のネット依存から子どもを守るための効果的な取組の参考とするため、

標記調査を実施した。 

 

２．調査概要 
 

・調査対象 神奈川県内の小中高等学校で実施 

      三政令市：小学校（５、６学年）から各学年 20 学級抽出 

中学校（１～３学年）から各学年 20 学級抽出 

      神奈川県：高等学校（１～３年）から各学年 28 学級抽出 

・調査項目 利用機器、利用方法、利用時間、困ったときの相談先、生活習慣等 11 項目 

・調査方法 各学校を通じて、児童生徒へ調査票を配付することにより実施 

・実施期間 平成 26 年６月～７月 

・分析考察 ネットスター株式会社（宮崎 豊久氏） 

・回答者数 13,251 人 

【対象者詳細】 

  全体 神奈川県 横浜市 川崎市 相模原市 

回 答 者 数 13,251 2,765 3,788 3,468 3,230 

学
校
別 

小学生 3,980 0 1,481 1,331 1,168 

中学生 6,506 0 2,307 2,137 2,062 

高校生 2,765 2,765 0 0 0 
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３. 調査結果概要 
 

今回実施した調査結果は、大きく次の７つにまとめられる。 
 
① ほとんどの子どもたちが、インターネットに接続可能な端末を所持しており、スマー

トフォンの所持率では全体で 52.5％、高校生にいたっては 90.2％であった。 

② 利用方法で一番多いのは、家族や友達との連絡で 78.7％であった。また、学習の調べ

ものに 44.2％ が利用していた。 

③ 一日の利用時間は、1 時間以上 2 時間未満のグループと、5 時間以上のグループが多か

った。 

④ 利用のルールを決めていないグループに長時間利用の傾向が見られた。 

⑤ 長時間利用の子どもに、朝食を食べない、睡眠時間が短い割合が多くみられた。 

⑥ 5.9％の子どもが困ったときに相談する相手がいない、または相談する勇気がないと答

え、2.0％がインターネット上で相談するとしていた。 

⑦ 93.7%の子どもがなんらかのネットの危険性を知っており、危険性に対するフィルタリ

ングの有効性も 68.0%が理解していたが、利用率は 58.8%であった。 

 

また、調査結果から見えてきたポイントとして、次の 4 項目があげられる。 
 
① 利用内容と長時間利用との関連性 

② 生活習慣と長時間利用との関連性 

③ 利用のルール設定と利用時間との関連性 

④ ネット利用の危険性やフィルタリングの必要性の認識とフィルタリング利用率との 

かい離 

 

これらを分析した結果、インターネットの適切な利用を促すためには、IT（ICT）リテラ

シー教育や医療分野の対策だけでなく、長時間のネット利用の原因を、生活習慣、コミュ

ニケーション、子どもの居場所づくりの観点から捉え直し、予防的な取組を考えていく必

要があることが見えてきた。今後のネット依存の予防に向けた効果的な取組としては、次

の５点が必要な項目としてあげられる。 

 

① 長時間利用と依存傾向との分析 

② 親子の良好なコミュニケーションづくりと生活習慣改善の啓発 

③ 利用のルールづくりとその啓発 

④ インターネットだけを居場所としない、子どもが相談しやすい環境づくりの考察 

⑤ 保護者と子どもへの継続的な IT（ICT）リテラシーの啓発 



3 
 

4．調査結果詳細 
4－1 情報端末の所持状況 

 
所持端末のうち、ゲーム機が最も多く約６割となっていた。スマートフォンの所持率は 

５割を超え、高校生においては約９割がスマートフォンを所持している結果となった。  

一方で、全くインターネットを利用していないと答えた児童生徒は全体の 3.4％で、ほと 

んどの子どもたちが何らかの機器でインターネットに繋がる環境であった。 

 

※「あなたはどのような情報通信機器を使っていますか」の問に対して（複数回答） (n=13,159) 

    

図 4-1-1 情報端末の種類別所持率（全体） 

 
図 4-1-2 スマートフォンの所持率 

スマートフォンの所持率 
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4－2  情報端末の利用方法 

 
スマートフォンを始めとする情報端末機器の利用方法で最も多かったのが、家族や友達

との連絡であった。 

さらにゲーム、趣味の調べもの、動画・音楽鑑賞、友達とのおしゃべりなど娯楽的な使

い方が続いた。 

その一方で、学習の調べもの、試験勉強の共有や塾などの教育機関との連絡など、学習

関連も全体の約５割で利用されていることが確認された。 

男女での差は、おしゃべりなどのコミュニケーション系や写真の編集などは女子の割合

が多く、ゲームは男子が多い結果となった。 

 

※「情報通信機器をどのように利用していますか」の問に対して（複数回答） (n=12,627) 

 
図 4-2-1 情報端末の利用方法 
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図 4-2-2 男女差が出た端末の利用方法 

※500 人以上差がついたものを抜粋 
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4－3 情報端末の利用時間 
 

１日の利用時間で多かったグループは 1 時間以上 2 時間未満と 5 時間以上でほぼ同数で

あった。3 時間未満の利用者は全体の約６割に及んだ。 

利用内容上位 5 位の傾向をみると、30 分未満のグループと 5 時間以上のグループでは順

位は多少異なるものの同じ内容となったが、長時間利用の上位に来る利用方法は娯楽的な

要素が多かった。 

 

※「利用方法を多い順に３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか」（利用方法は 5 ページ参照） 

※「１から３以外も含めた１日の合計利用時間」の問に対して (n=10,208) 

 

 
 

図 4-3-1  １日の利用時間 

 

 

30分未満

9.3%

1時間未満

12.0%

2時間未満

20.4%

3時間未満

15.8%

4時間未満

13.5%

5時間未満

8.1%

5時間以上

20.9%

１日の利用時間（時間単位にまとめ）
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図 4-3-2  １日に端末を 30 分未満使う者の利用内容 

 

図 4-3-3  １日に端末を 5 時間以上使う者の利用内容 

友達・家族の連

絡

42.6%

趣味の調べもの

15.9%

音楽・作曲・読

書・動画

14.7%

友達・家

族のお

しゃべり

13.8%

ゲームや占い

13.0%

１日に端末を30分未満使う者の利用内容（上位５位）

友達・家族のお

しゃべり

27.8%

ゲームや占い

23.0%

友達・家族の連

絡

21.3%

音楽・作曲・読

書・動画

20.4%

趣味の調

べもの
7.5%

１日に端末を5時間以上使う者の利用内容（上位５位）
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4－4  利用ルールと利用時間の関係性 
 

全体の半数以上が保護者や友達と利用に関してルールを決めている結果となった。 

友達同士でルールを決めているグループは中学生に多く見られたが、全体としては少ない

傾向であった。 

またルールを作っているグループより、作っていないグループの方が長時間利用する傾

向が見られ、特に 5 時間以上使うグループは顕著にその傾向が現れた。 

 

※「情報通信機器の利用についてルールを決めているか」の問に対して(n=12,261) 

 
図 4-4-1 利用ルールの取り決め状況 
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図 4-4-2 利用ルール設定と利用時間の関係（利用時間 3 時間を境にした場合） 

 

図 4-4-3 利用ルール設定と利用時間の関係（利用時間 30 分未満と 5 時間以上を比較） 
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4－5  生活習慣と利用時間の関係性 
 

朝ごはんの食べ方、また睡眠時間といった生活習慣と端末利用時間の関係について調査

を行った結果、朝ごはんを食べない、睡眠時間が短いグループに端末の長時間利用の傾向

が現れた。 

また、端末の利用場所と時間の関係性を調べたところ、自分の部屋で利用するグループ

に長時間利用傾向が確認された。 

 

※「朝ごはんを誰と食べているか」(n=12,569) 「一日の平均睡眠時間」の問に対して (n=12,589) 

 

図 4-5-1 端末利用時間と睡眠時間の関係性（睡眠時間 5 時間未満） 

 

端末利用３

時間未満

26.6%

端末利用３

時間以上

73.4%

睡眠時間５時間未満

端末利用３

時間未満

59.6%

端末利用３

時間以上

40.4%

睡眠時間５時間以上

図 4-5-2 端末利用時間と睡眠時間の関係性（睡眠時間 5 時間以上） 
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図 4-5-3 端末利用時間と朝食の関係性（朝食を食べる） 

 
図 4-5-4 端末利用時間と朝食の関係性（朝食は食べない） 

  

端末利用３

時間未満

64.1%

端末利用３

時間以上

35.9%

家族と朝食をとる

端末利用３

時間未満

30.3%

端末利用３

時間以上

69.7%

朝食は食べない
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※「情報通信機器を最も多く利用する場所」の問に対して（n=11,996） 

図 4-5-5 端末を最も多く利用する場所 

 

図 4-5-6 端末利用時間と端末利用場所の関係性 
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4－6  悩んだ時の相談相手 
 

全体の 5.9％の子どもが困ったときに相談する相手がいない、または相談する勇気がない

と答え、2.0％がインターネット上で相談すると回答していた。 

割合として、対面で相談できない比率は１割弱であるが、内容により大きな問題に発展

してしまう可能性のある潜在的な割合と考えると、無視できない数である。 

 

※「困ったり悩んだことが起きた時に誰に相談しますか」の問に対して(複数回答) (n=12,229) 

 

図 4-6-1 悩んだ時に誰に相談するか 

  



14 
 

4－7  インターネットの危険性の認識とフィルタリング利用率の関係 
 

 通信機器を利用して怖いと思うことに、個人情報の流出、架空請求などの詐欺行為、ネ

ット上でのコミュニケーショントラブル等が上位に挙げられた。 

反対に、インターネットを使っていて怖いと思うことがないと回答したものは全体の

6.3%で、93.7%の子どもがなんらかのネットの危険性を知っている結果となった。 

また、危険性に対するフィルタリングの有効性も 68.0%が理解していたが、利用率は

58.8%となり、フィルタリングの有効性については浸透している結果となったが、実際の利

用率は低い結果となった。 

また自分の利用する Web サイトやアプリが規制された場合、保護者の同意のもと閲覧可

能に変更したり、アプリを起動するように変更したりできる、いわゆる「カスタマイズ機

能」を利用してフィルタリングを利用している子どもは 9.0％で、ほとんど利用されていな

い状況であった。 

 

※「情報通信機器を使っていて怖いと思うこと」(複数回答) (n=12,129) 

※「フィルタリングで怖いことを防げることを知っているか」(n=12,231) 

※「情報通信機器にはフィルタリングを設定しているか」(n=11,234) 

 の問に対して 

 
図 4-7-1 通信機器を使っていて怖いと思うこと 
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図 4-7-2 フィルタリング有効性の認知度 

 
図 4-7-3 フィルタリング利用率 
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5．調査結果の補足 
 

■どのようなルールづくりが必要なのか 

2012年に世界的なニュースになった、スマートフォン18の約束の例（原文：mom's 18 rules 

for iPhone）など、多くのルールづくりの参考になる資料は存在するが、いざ現場に持ち

込むと、その適応の難しさを感じることがある。 

 これは、近年であればルールのタイトルはスマートフォンやインターネットとなるが、

過去からの例で言えば、テレビ、ビデオ、テレビゲームなどの娯楽的なもの、また夜遅く

まで友達と話すことを始めとして、ポケベル、PHS、携帯電話とコミュニケーション的な要

素で、長時間利用問題を解決するべく保護者と子どものルールが存在した。 

 すなわち、どの時代も子どもがルールをきちんと守ってくれるかといった要素が課題で

あり、スマートフォンの現代においても、親子のコミュニケーションが重要なポイントと

なってくる。したがって、子どもとのコミュニケーションにおいて、何らかの困難が発生

している場合は、青少年の健全育成の一環として子どもとの関係性構築をサポートしてい

く対策も必要である。 

 具体的なルールづくりにおいては、まず子どもがインターネットデビュー前に、ルール

づくりのサポート（子どもとのコミュニケーションの取り方）、そしてセミナー等を実施し、

今回の調査でも明らかになった長時間利用の可能性があるサービスへの接し方を理解した

上で、各家庭にあったルールづくりを行うことが効果的である。 

 

■フィルタリングとネットの長時間利用の抑止効果について 

 フィルタリングサービスは本来 Web 閲覧制限サービスであり、青少年に好ましくないと

思われる Web ページの閲覧制限を目的としたサービスであった。ただし、家庭向けのサー

ビス（携帯電話・スマートフォンを含む）には、利用時間制限の機能を持つものが多く、

保護者の判断で一定時間の利用制限、または利用時間帯の設定が可能であり、長時間利用

抑止に技術的な支援が可能である。 

 しかし、フィルタリングの設定（カスタマイズ）は保護者が行う行為であり、保護者に

もインターネット利用に対する一定の理解や知識が必要である。 

今回の調査結果でも、子どもたちはインターネットの危険性やその有効性について、理

解しているものの、利用していない、または解約を行っている傾向が見られた。 

 フィルタリングのカスタマイズもルールづくりの一環であり、カスタマイズを活用する

ことは、間接的に長時間利用の抑止効果が期待できる。 
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６．効果的な取組についてのまとめ  
 

児童生徒のほぼ全員が何らかの機器でインターネットを利用している状況の中、従来の

電話やテレビ新聞等の役割と置き換わるような使い方（学習・天気・ニュース・学校・塾

の連絡事項等）や、コミュニケーションのうち事務的な連絡と、いわゆる雑談的なおしゃ

べりの違いなどは、単に長時間利用が依存傾向であるとせず、利用時間と利用手段との関

連性などから研究する必要がある。 

長時間利用するグループに、睡眠時間が少なく、朝ごはんを食べないあるいは一人で食

べる傾向が現れている。 ただし、あくまでも調査結果の一つであり、生活習慣との因果関

係は別途専門的な視点で調べる必要があるが、これらの結果から見えてくることは、いず

れも子どもとのコミュニケーションの重要性であり、長時間利用予防の第一歩となるもの

である。 

インターネット利用に関するルールづくりに関しては、普段からの親子の良好な関係性

構築が重要なファクターになってくる。 特にフィルタリングの設定や解約は保護者の判断

によるものであるため、保護者の正しい知識の習得や子どもとのコミュニケーションが重

要になってくる。 

これは、児童生徒が悩みを持った時の相談相手についても同様であり、今回の調査では、

９割の児童生徒は相談相手がいると答えたが、１割は直接相談できる相手がいない状態に

あり、うちネット上の知らない人に相談する割合も確認された。 警察庁の「コミュニティ

サイトに起因する児童被害の事犯に係る調査結果」では、被疑者と会った理由の約２割が

「相談に乗ってくれる良い人だから」とあり、ネットを居場所としてしまう子どもの中に、

潜在的に事件に巻き込まれてしまうリスクが潜んでいることも考えられる。 

 また、フィルタリングの利用率向上の面では、子どもが家族で利用する Web サイトやア

プリが規制された場合、保護者の同意のもと閲覧可能に変更したり、アプリを起動するよ

うに変更したりできるカスタマイズ機能の利用が不可欠であり、利用できないという理由

で、短絡的な解約を避ける工夫が必要である。これは、多様な端末でインターネットが利

用されていることが、今回の調査でもわかっており、機器別に操作も異なっていることか

ら、啓発活動などで技術的なことに不安を持つ保護者への支援が必要である。 

 以上より、今後のネット依存の予防に向けた効果的な取組として、次の５点があげられ

る。 

① 長時間利用と依存傾向との分析 

② 親子の良好なコミュニケーションづくりと生活習慣改善の啓発 

③ 利用のルールづくりとその啓発 

④ インターネットだけを居場所としない、子どもが相談しやすい環境づくりの考察 

⑤ 保護者と子どもへの継続的な IT（ICT）リテラシーの啓発 
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１　回答者の分類

1

神奈川県

2,765 

横浜市

3,788 
川崎市

3,468 

相模原市

3,230 

県市別回答者数

小学生

3,980 

中学生

6,506 

高校生

2,765 

学校別回答者数



2

男性

6,710 

女性

6,464 

無回答

77 

性別回答者数



２　アンケート回答の集計結果

3

6,909 (52.5%)

4,445 (33.8%)

5,660 (43.0%)

3,342 (25.4%)

7,867 (59.8%)

3,776 (28.7%)

139 (1.1%)

445 (3.4%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

スマートフォン

携帯電話

パソコン

タブレット端末

ゲーム機

携帯音楽プレイヤー

その他

全く利用していない

（問１）あなたは次のような通信情報機器を使っていますか

（※複数回答） （n＝13,159）

6,909 

1,148 

3,283 

2,478 

4,445 

1,868 

2,309 

268 

5,660 

1,685 

2,905 

1,070 

3,342 

917 

1,997 

428 

7,867 

2,990 

3,925 

952 

3,776 

722 

2,223 

831 

139 

89 

42 

8 

445 

154 

228 

63 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答数】

（問１）あなたは次のような情報通信機器を使っていますか

（※複数回答）

スマートフォン 携帯電話 パソコン タブレット端末

ゲーム機 携帯音楽プレイヤー その他 全く利用していない

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
情報通信機器



4

9,943 (78.7%)

6,946 (55.0%)

5,694 (45.1%)

5,848 (46.3%)

5,586 (44.2%)

7,249 (57.4%)

2,718 (21.5%)

7,970 (63.1%)

7,214  (57.1%)

6,566  (52.0%)

978 (7.7%)

1,226 (9.7%)

1,877  (14.9%)

1,969 (15.6%)

239 (1.9%)

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

友達・家族の連絡

友達・家族のおしゃべり

学校・塾・試験の連絡・共有

電車、ニュース、天気等の情報確認

学習などの調べもの

趣味の調べもの

買い物・価格比較

ゲームや占い

音楽・作曲・読書・動画

撮影・画像作成

アプリ・ソフトの作成など

ブログ・HPの発信

学習教材の利用

友達探し

その他

（問２）情報通信機器をどのように利用していますか

（※複数回答） （n＝12,627）

9,943 

2,267 

5,135 

2,541 

6,946 

1,007 

3,732 

2,207 

5,694 

602 

3,175 

1,917 

5,848 

804 

2,932 

2,112 

5,586 

1,077 

2,861 

1,648 

7,249 

1,335 

3,844 

2,070 

2,718 

332 

1,203 

1,183 

7,970 

2,430 

3,834 

1,706 

7,214 

1,388 

3,657 

2,169 

6,566 

1,153 

3,460 

1,953 

978 

182 

482 

314 

1,226 

89 

638 

499 

1,877 

427 

1,036 

414 

1,969 

129 

1,053 

787 

239 

96 

94 

49 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答数】

（問２）情報通信機器をどのように利用していますか

（※複数回答）

友達・家族の連絡 友達・家族のおしゃべり 学校・塾・試験の連絡・共有

電車、ニュース、天気等の情報確認 学習などの調べもの 趣味の調べもの

買い物・価格比較 ゲームや占い 音楽・作曲・読書・動画

撮影・画像作成 アプリ・ソフトの作成など ブログ・HPの発信

学習教材の利用 友達探し その他



5

友達・家族の連絡

2,712 (42.6%) 

趣味の調べもの

1,013 (15.9%) 

音楽・作曲・読書・動

画

935 (14.7%) 

友達・家族のお

しゃべり

877 (13.8%) 

ゲームや占い

826 (13.0%) 

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか

（１－①30分未満の利用者の傾向（上位５位））

2,712 

1,232 

1,253 

227 

1,013 

406 

489 

118 

935 

416 

436 

83 

877 

314 

449 

114 

826 

425 

326 

75 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

①30分未満の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

友達・家族の連絡 趣味の調べもの 音楽・作曲・読書・動画 友達・家族のおしゃべり ゲームや占い

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
（
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ゲームや占い

1,333 (23.9%) 

音楽・作曲・読書・動

画

1,313  (23.6%)

友達・家族の連絡

1,076 (19.3%) 

趣味の調べもの

1,076 (19.3%) 

友達・家族のお

しゃべり

774  (13.9%)

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか

（②１時間未満の利用者の傾向（上位５位））

1,333 

587 

587 

159 

1,313 

365 

732 

216 

1,076 

203 

607 

266 

1,076 

272 

576 

228 

774 

116 

436 

222 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

②１時間未満の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

ゲームや占い 音楽・作曲・読書・動画 友達・家族の連絡 趣味の調べもの 友達・家族のおしゃべり



7

ゲームや占い

1,624  (28.8%)

音楽・作曲・読書・動

画

1,360 (24.2%) 

友達・家族のおしゃべ

り

989  (17.6%)

友達・家族の連絡

849 (15.0%) 

趣味の調べもの

808 (14.4%) 

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか

（③２時間未満の利用者の傾向（上位５位））

1,624 

549 

788 

287 

1,360 

263 

752 

345 

989 

75 

570 

344 

849 

97 

425 

327 

808 

133 

448 

227 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

③２時間未満の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

ゲームや占い 音楽・作曲・読書・動画 友達・家族のおしゃべり 友達・家族の連絡 趣味の調べもの
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ゲームや占い

807 (30.0%) 

音楽・作曲・読書・動

画

648 (24.1%) 

友達・家族のおしゃべ

り

568 (21.2%) 

友達・家族の連絡

379  (14.1%)

趣味の調べ

もの

285
(10.6%) 

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか

（④３時間未満の利用者の傾向（上位５位））

807 

221 

406 

180 

648 

93 

346 

209 

568 

28 

325 

215 

379 

24 

208 

147 

285 

32 

166 

87 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

④３時間未満の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

ゲームや占い 音楽・作曲・読書・動画 友達・家族のおしゃべり 友達・家族の連絡 趣味の調べもの
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ゲームや占い

410 (28.6%) 

友達・家族のおしゃべ

り

356  (24.9%)

音楽・作曲・読書・動

画

325 (22.7%) 

友達・家族の連絡

204 (14.2%) 

趣味の

調べも

の

137 
(9.6%)

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか

（⑤４時間未満の利用者の傾向（上位５位））

410 

115 

186 

109 

356 

15 

183 

158 

325 

42 

166 

117 

204 

14 

95 

95 

137 

16 

77 

44 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

⑤４時間未満の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

ゲームや占い 友達・家族のおしゃべり 音楽・作曲・読書・動画 友達・家族の連絡 趣味の調べもの
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ゲームや占い

168  (31.4%)

友達・家族のおしゃべ

り

139  (26.0%)

音楽・作曲・読書・動

画

108 (20.1%) 

友達・家族の連絡

78 (14.6%) 

趣味の調べもの

42  (7.9%)

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか

（⑥５時間未満の利用者の傾向（上位５位））

168 

45 

80 

43 

139 

9 

73 

57 

108 

13 

67 

28 

78 

3 

39 

36 

42 

3 

27 

12 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

⑥５時間未満の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

ゲームや占い 友達・家族のおしゃべり 音楽・作曲・読書・動画 友達・家族の連絡 趣味の調べもの
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友達・家族のおしゃべ

り

282  (27.8%)

ゲームや占い

234  (23.0%)

友達・家族の連絡

216  (21.3%)

音楽・作曲・読書・動

画

207 (20.4%) 

趣味の調べもの

76 (7.5%) 

（問３－１）問２の利用方法を多い順から３つ並べ、それぞれどのくらい使えますか

（⑦５時間以上の利用者の傾向（上位５位））

282 

5 

147 

130 

234 

67 

103 

64 

216 

13 

81 

122 

207 

32 

108 

67 

76 

3 

42 

31 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

⑦５時間以上の利用者の傾向（上位５位）

（※全体で上位５位になった利用方法を抽出）

友達・家族のおしゃべり ゲームや占い 友達・家族の連絡 音楽・作曲・読書・動画 趣味の調べもの
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944 (9.2%)

1,225  (12.0%)

1,379 (13.5%)

704 (6.9%)

1,310 (12.8%)

301 (2.9%)

1,180 (11.6%)

201 (2.0%)

733 (7.2%)

98 (1.0%)

2,133 (20.9%)

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

30分未満

１時間未満

１時間30分未満

２時間未満

２時間30分未満

３時間未満

３時間30分未満

４時間未満

４時間30分未満

５時間未満

５時間以上

（問３－２）上記３つ以外の利用を含めて一日合計どのくらい使いますか

（n＝10,208）

608 

645 

605 

258 

320 

86 

211 

48 

115 

15 

232 

0 100 200 300 400 500 600 700

30分未満

１時間未満

１時間30分未満

２時間未満

２時間30分未満

３時間未満

３時間30分未満

４時間未満

４時間30分未満

５時間未満

５時間以上

【学校別回答者数：小学生】

（問３－２）上記３つ以外の利用を含めて一日合計どのくらい使いますか

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
位

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
位
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304 

515 

654 

363 

761 

171 

647 

106 

417 

52 

1,113 

0 200 400 600 800 1,000 1,200

30分未満

１時間未満

１時間30分未満

２時間未満

２時間30分未満

３時間未満

３時間30分未満

４時間未満

４時間30分未満

５時間未満

５時間以上

【学校別回答者数：中学生】

（問３－２）上記３つ以外の利用を含めて一日合計どのくらい使いますか

32 

65 

120 

83 

229 

44 

322 

47 

201 

31 

788 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

30分未満

１時間未満

１時間30分未満

２時間未満

２時間30分未満

３時間未満

３時間30分未満

４時間未満

４時間30分未満

５時間未満

５時間以上

【学校別回答者数：高校生】

（問３－２）上記３つ以外の利用を含めて一日合計どのくらい使いますか

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
位

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
位
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4,973 (41.5%)

5,580 (46.5%)

494 (4.1%)

949 (7.9%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

自分の部屋

自宅（自分の部屋以外）

交通機関

外出先

（問４）情報通信機器を最も多く利用する場所を次のうちから一つ選んでください
（n＝11,996）

4,973 

946 

2,573 

1,454 

5,580 

2,076 

2,822 

682 

494 

144 

130 

220 

949 

481 

272 

196 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問４）情報通信機器を最も多く利用する場所を次のうちから一つえらんでください

自分の部屋 自宅（自分の部屋以外） 交通機関 外出先

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
い
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8,999  (43.6%)

7,846  (38.0%)

1,711  (8.3%)

249  (1.2%)

181 (0.9%)

416  (2.0%)

441 (2.2%)

793 (3.8%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

家族

友達・先輩など

学校や塾の先生

近所の人

いじめ相談電話などの相談機関や警察

ネット

相談できる人がいない

相談する勇気がない

（問５）困ったり悩んだことが起きた時に誰に相談しますか

（※複数回答） （n＝12,229）

8,999 

3,196 

4,142 

1,661 

7,846 

1,808 

4,041 

1,997 

1,711 

554 

773 

384 

249 

132 

84 

33 

181 

84 

76 

21 

416 

61 

235 

120 

441 

88 

255 

98 

793 

302 

381 

110 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問５）困ったり悩んだことが起きた時に誰に相談しますか

（※複数回答）

家族 友達・先輩など

学校や塾の先生 近所の人

いじめ相談電話などの相談機関や警察 ネット

相談できる人がいない 相談する勇気がない

sysmente
テキストボックス
1

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
1
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4,345 (34.6%)

7,459 (59.3%)

765 (6.1%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

一人が多い

家族が多い

食べないことが多い

（問６）朝ごはんは誰と食べていますか
（n＝12,569）

4,345 

878 

2,166 

1,301 

7,459 

2,803 

3,640 

1,016 

765 

105 

339 

321 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問６）朝ごはんは誰と食べていますか

一人が多い 家族が多い 食べないことが多い
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881 (7.0%)

8,036 (63.8%)

3,672 (29.2%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

５時間未満

５時間以上

８時間以上

（問７）一日の睡眠時間は平均どのくらいですか
（n＝12,589）

881 

106 

378 

397 

8,036 

1,552 

4,382 

2,102 

3,672 

2,128 

1,395 

149 

662 

194 

351 

117 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問７）一日の睡眠時間は平均どのくらいですか

５時間未満 ５時間以上 ８時間以上 無回答
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5,756 (46.9%)

633 (5.2%)

5,872 (47.9%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

家庭で決めている

友達同士で決めている

特にルールは決めていない

（問８）情報通信機器の利用について、ルールを決めていますか

（n＝12,261）

5,756 

2,451 

2,625 

680 

633 

31 

586 

16 

5,872 

1,240 

2,689 

1,943 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問８）情報通信機器の利用について、ルールを決めていますか

家庭で決めている 友達同士で決めている 特にルールは決めていない
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5,590 (49.8%)

1,007 (9.0%)

3,659 (32.5%)

978 (8.7%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

フィルタリングしている

しているが見えるようにしてもらっている

フィルタリングしていない

以前していたが解除した

（問９）情報通信機器にはフィルタリングを設定していますか
（n＝11,234）

5,590 

1,649 

2,756 

1,185 

1,007 

304 

620 

83 

3,659 

1,251 

1,462 

946 

978 

83 

569 

326 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問９）情報通信機器にはフィルタリングを設定していますか

フィルタリングしている しているが見えるようにしてもらっている フィルタリングしていない 以前していたが解除した
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6,207 (16.9%)

7,849 (21.4%)

2,383 (6.5%)

6,047 (16.5%)

3,389 (9.2%)

3,884 (10.6%)

4,415 (12.0%)

2,311 (6.3%)

206 (0.6%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

友達とのトラブル・けんか・いじめ

個人情報の流出

違法ダウンロード

架空請求・高額請求

長時間利用

ネットでの知り合いとのトラブル

ストーカー行為

特に怖いと思うことがない

その他

（問10）情報通信機器を使っていて怖いと思うことは何ですか

（※複数回答）
（n＝12,129）

6,207 

1,691 

3,324 

1,192 

7,849 

1,980 

4,026 

1,843 

2,383 

771 

1,261 

351 

6,047 

1,716 

3,235 

1,096 

3,389 

853 

1,782 

754 

3,884 

1,253 

2,008 

623 

4,415 

1,415 

2,243 

757 

2,311 

1,074 

930 

307 

206 

87 

80 

39 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問10）通信機器を使っていて怖いと思うことは何ですか

（※複数回答）

友達とのトラブル・けんか・いじめ 個人情報の流出 違法ダウンロード

架空請求・高額請求 長時間利用 ネットでの知り合いとのトラブル

ストーカー行為 特に怖いと思うことがない その他

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
（問10）情報通信
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8,322 (68.0%)

3,909 (32.0%)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

知っている

知らなかった

（問11）問10の内容はフィルタリングを設定することで防ぐことが

可能となることを知っていますか （n＝12,231）

8,322 

1,924 

4,266 

2,132 

3,909 

1,730 

1,727 

452 

全体

小学生

中学生

高校生

【学校別回答者数】

（問11）問10の内容はフィルタリングを設定することで防ぐことが

可能となること知っていますか

知っている 知らなかった



３　調査結果（件数）
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7,867 

6,909 

5,660 

4,445 

3,776 

3,342 

445 

139 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

ゲーム機

スマートフォン

パソコン

携帯電話

携帯音楽プレイヤー

タブレット端末

全く利用していない

その他

（図４－１－１）情報端末の種類別所持率（全体）

（※複数回答） （n＝13,159）

6,909 

1,148 

3,283 

2,478 

6,250 

2,795 

3,185 

270 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－１－２）スマートフォンの所持率

スマートフォンを持っている スマートフォンを持っていない

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
状況（全体）

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
状況
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9,943 

7,970 

7,249 

7,214 

6,946 

6,566 

5,848 

5,694 

5,586 

2,718 

1,969 

1,877 

1,226 

978 

239 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

友達・家族の連絡

ゲームや占い

趣味の調べもの

音楽・作曲・読書・動画

友達・家族のおしゃべり

撮影・画像作成

電車、ニュース、天気等の情報確認

学校・塾・試験の連絡・共有

学習などの調べもの

買い物の価格比較

友達探し

学習教材の利用

ブログ・HPの発信

アプリ・ソフトの作成など

その他

（図４－２－１）情報端末の利用方法

（※複数回答） （n＝12,627）

4,618 

3,029 

2,452 

4,595 

2,656 

5,302 

3,899 

3,121 

3,354 

3,894 

友達・家族の連絡

友達・家族のおしゃべり

学習などの調べもの

ゲームや占い

撮影・画像作成

（図４－２－２）男女差が出た端末の利用方法

（※500人以上差がついたものを抜粋）

男性 女性
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友達・家族の連絡
2,712 

趣味の調べもの
1,013 

音楽・作曲・読書・動

画
935 

友達・家族のお

しゃべり
877 

ゲームや占い
826 

（図４－３－２）１日に端末を30分未満使う者の利用内容

30分未満
944 

１時間未満
1,225 

２時間未満
2,083 

３時間未満
1,611 

４時間未満
1,381 

５時間未満
831 

５時間以上
2,133 

（図４－３－１）１日の利用時間（時間単位にまとめ）

sysmente
テキストボックス
（上位５位）
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友達・家族のおしゃべ

り
282 

ゲームや占い
234 

友達・家族の連絡
216 

音楽・作曲・読書・動

画
207 

趣味の調べもの
76 

（図４－３－２）１日に端末を５時間以上使う者の利用内容

5,756 

2,451 

2,625 

680 

633 

31 

586 

16 

5,872 

1,240 

2,689 

1,943 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－４－１）利用ルールの取り決め状況

（利用ルールを決めているか）

家庭で決めている 友達同士で決めている 特にルールは決めていない

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
３

sysmente
テキストボックス
（上位５位）
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3,492 

1,807 

2,199 

2,440 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間未満

３時間以上

（図４－４－２）利用ルール設定と利用時間の関係

（※利用時間３時間を境にした場合）

ルールを決めている ルールは決めていない

598 

784 

314 

1,311 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30分未満

５時間以上

（図４－４－３）利用ルール設定と利用時間の関係

（※利用時間30分未満と５時間以上を比較）

ルールを決めている ルールは決めていない



27

端末利用３時間未満
174 

端末利用３時間以上
479 

（図４－５－１）端末利用時間と睡眠時間の関係性（睡眠時間５時間未満）

端末利用３時間未満
5,672 

端末利用３時間以上
3,845 

（図４－５－２）端末利用時間と睡眠時間の関係性（睡眠時間５時間以上）
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端末利用３時間未満
3,947 

端末利用３時間以上
2,212 

（図４－５－３）端末利用時間と朝食の関係性（朝食を食べる）

（家族と朝食をとる）

端末利用３時間未満
165 

端末利用３時間以上
379 

（図４－５－４）端末利用時間と朝食の関係性（朝食は食べない）
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4,973 

946 

2,573 

1,454 

5,580 

2,076 

2,822 

682 

494 

144 

130 

220 

949 

481 

272 

196 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－５－５）端末（情報通信機器）を最も多く利用する場所

自分の部屋 自宅（自分の部屋以外） 交通機関 外出先

1,822 

3,033 

251 

528 

2,152 

1,674 

140 

199 

自分の部屋

自宅（自分の部屋以外）

交通機関

外出先

（図４－５－６）端末利用時間と端末利用場所の関係性

（利用時間と利用場所）

３時間未満 ３時間以上
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8,999 

3,196 

4,142 

1,661 

7,846 

1,808 

4,041 

1,997 

1,711 

554 

773 

384 

249 

132 

84 

33 

181 

84 

76 

21 

416 

61 

235 

120 

441 

88 

255 

98 

793 

302 

381 

110 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－６－１）困ったり悩んだ時に誰に相談するか

家族 友達・先輩など

学校や塾の先生 近所の人

いじめ相談電話などの相談機関や警察 ネット

相談できる人がいない 相談する勇気がない

6,207 

1,691 

3,324 

1,192 

7,849 

1,980 

4,026 

1,843 

2,383 

771 

1,261 

351 

6,047 

1,716 

3,235 

1,096 

3,389 

853 

1,782 

754 

3,884 

1,253 

2,008 

623 

4,415 

1,415 

2,243 

757 

2,311 

1,074 

930 

307 

206 

87 

80 

39 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－７－１）通信機器を使っていて怖いと思うこと

友達とのトラブル・けんか・いじめ 個人情報の流出 違法ダウンロード

架空請求・高額請求 長時間利用 ネットでの知り合いとのトラブル

ストーカー行為 特に怖いと思うことがない その他

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
情報通信機器を使っていて怖いと思うこと
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8,322 

1,924 

4,266 

2,132 

3,909 

1,730 

1,727 

452 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－７－２）フィルタリング有効性の認知度

（フィルタリングで怖いことは防げることを知っているか）

知っている 知らなかった

5,590 

1,649 

2,756 

1,185 

1,007 

304 

620 

83 

3,659 

1,251 

1,462 

946 

978 

83 

569 

326 

全体

小学生

中学生

高校生

（図４－７－３）フィルタリング利用率

（フィルタリングを設定しているか）

フィルタリングしている しているが見えるようにしてもらっている フィルタリングしていない 以前していたが解除した

sysmente
テキストボックス

sysmente
テキストボックス
状況
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子どものインターネット利用に関するアンケート 

 

 

  

 

 

 

 

 

※あなたの学年
がくねん

及び性別
せいべつ

に〇をしてください。 

学年
がくねん

（ ５年
ねん

 ・ ６年
ねん

  ）  性別
せいべつ

（ 男
おとこ

 ・ 女
おんな

 ） 

 

問１ あなたは次
つぎ

のような情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

（他
た

の人
ひと

とメッセージのやりとりができるような機器
き き

）を使
つか

っていますか（あてはまる機種
き し ゅ

の番号
ばんごう

すべてに○） 

   １ スマートフォン（Android
アンドロイド

 、iPhone
ア イ フォ ン

 、 その他
た

） 

  ２ 携帯
けいたい

電話
で ん わ

 

  ３ パソコン 

  ４ タブレット端末
たんまつ

（Android
アンドロイド

 、iPad
アイパッド

 、学習
がくしゅう

端末
たんまつ

、電子
で ん し

書籍
しょせき

リーダ、その他
た

） 

５ ゲーム機（ D S
ディーエス

 Wii
ウィー

 、プレステ、 P S P
ピーエスピー

 X b o x
エックスボックス

 、その他
た

） 

  ６ 携帯
けいたい

音楽
おんがく

プレイヤー（iPod
アイパッド

 touch
タ ッ チ

 、その他
た

） 

  ７ その他
た

（                              ） 

  ８ 全
まった

く利用
り よ う

していない → 以上
いじょう

で 終了
しゅうりょう

となります 

 
問２ 情報

じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

をどのように利用
り よ う

していますか（あてはまるものすべてに○） 

１ 友達
ともだち

や家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

、予定
よ て い

の調整
ちょうせい

など 
２ 友達

ともだち

や家族
か ぞ く

とのおしゃべりや写真
しゃしん

などの共有
きょうゆう

（みんなで見
み

る） 
３ 学校

がっこう

、塾
じゅく

などとの連絡
れんらく

、試験
し け ん

情報
じょうほう

の確認
かくにん

や共有
きょうゆう

（みんなで見
み

る）など 

４ 電車
でんしゃ

の時刻
じ こ く

や運賃
うんちん

、ニュースや天気
て ん き

予報
よ ほ う

災害
さいがい

情報
じょうほう

などの確認
かくにん

 
５ 学習

がくしゅう

や習
なら

い事
ごと

についての調
しら

べ事
ごと

、辞書
じ し ょ

の利用
り よ う

、文章
ぶんしょう

や資料
しりょう

作成
さくせい

など 
６ 趣味

し ゅ み

についての調
しら

べ事
ごと

 

７ ネットの買
か

い物
もの

やお店
みせ

での買
か

い物
もの

の価格
か か く

比較
ひ か く

など 
８ ゲームや占

うらな

いなど 
９ 音楽

おんがく

を聴
き

いたり作曲
さっきょく

したり動画
ど う が

を見
み

たり電子
で ん し

書籍
しょせき

を読
よ

んだりすること 

１０ 写真
しゃしん

やビデオを撮
と

ったりその加工
か こ う

をしたり保存
ほ ぞ ん

したりすること 
１１ アプリやソフト作成

さくせい

などのプログラミング 
１２ ブログやホームページでの情報

じょうほう

発信
はっしん

（自分
じ ぶ ん

が発信
はっしん

したい情報
じょうほう

をブログなどで公開
こうかい

する） 

１３ 学習
がくしゅう

教材
きょうざい

の利用
り よ う

（アプリや動画
ど う が

講座
こ う ざ

などを含む） 
１４ 前

まえ

の学校
がっこう

の仲間
な か ま

や、新
あたら

しい仲間
な か ま

や友達
ともだち

を探すこと 
１５ 上

うえ

に含
ふく

まれない利用
り よ う

方法
ほうほう

（                           ） 

このアンケートは、スマートフォン・携帯
けいたい

電話
で ん わ

、ゲーム機
き

などの情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

が生活
せいかつ

の中
なか

でどのよ

うに使
つか

われどのような影響
えいきょう

があるか、質問
しつもん

するものです。名前
な ま え

は記入
きにゅう

せず、だれが答
こた

えたか分
わ

からな

いようになっていますので、質問
しつもん

内容
ないよう

をよく読
よ

み、ありのままを答
こた

えてください。 

【注意
ちゅうい

事項
じ こ う

】 

・質問
しつもん

は全部
ぜ ん ぶ

で１１問
もん

あります。 

・回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

を〇で囲
かこ

んでください。（〇をつける数
かず

が決
き

められていますので、その数
かず

だ

け〇をしてください。「その他
た

」と回答
かいとう

した場合
ば あ い

、その内容
ないよう

を（   ）に記入
きにゅう

してください。） 

小 学 校 用 

２ページへ 
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問３ 問
とい

２の利用
り よ う

方法
ほうほう

を多
おお

い順
じゅん

に３つ並
なら

べ、それぞれどのくらい使
つか

いますか 

   またそれ以外
い が い

の利用
り よ う

を含
ふく

めて一日
いちにち

合計
ごうけい

どのくらい使
つか

いますか 

   １     番
ばん

を  分
ふん

・時間
じ か ん

くらい 

   ２     番
ばん

を  分
ふん

・時間
じ か ん

くらい 
   ３     番

ばん

を  分
ふん

・時間
じ か ん

くらい 
    

１から３以外
い が い

も含
ふく

めて一日
いちにち

合計
ごうけい

       分
ふん

・時間
じ か ん

くらい使
つか

います 

 

問４ 情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

を最
もっと

も多
おお

く利用
り よ う

する場所
ば し ょ

を次
つぎ

のうちから一つ選
えら

んでください。（一つに〇） 

   １ 自宅
じ た く

（自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

） 
２ 自宅

じ た く

（自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

以外
い が い

） 
３ 交通

こうつう

機関
き か ん

（電車
でんしゃ

やバスでの移動中
いどうちゅう

、駅
えき

のホームで待
ま

っている間
あいだ

など） 

４ 外出先
がいしゅつさき

 
 

問５ 困
こま

ったり悩
なや

んだことが起
お

きた時
とき

に誰
だれ

に相談
そうだん

しますか（あてはまるものすべてに○） 

   １ 家族
か ぞ く

 
   ２ 友達

ともだち

・先輩
せんぱい

など 
   ３ 学校

がっこう

や塾
じゅく

の先生
せんせい

 

   ４ 近所
きんじょ

の人
ひと

 
５ いじめ相談

そうだん

電話
で ん わ

などの相談
そうだん

機関
き か ん

や警察
けいさつ

など 
６ ネットで調

しら

べたり書
か

き込
こ

んだりして知
し

らない人
ひと

からの返事
へ ん じ

を待
ま

つ 

７ 相談
そうだん

できる信頼
しんらい

できる人がいない 
８ 困

こま

ったり悩
なや

んだりしても相談
そうだん

する勇気
ゆ う き

がない 

 

問６ 朝
あさ

ごはんは誰
だれ

と食
た

べていますか（一つに〇） 

１ 一人
ひ と り

で食
た

べることが多
おお

い 

２ 家族
か ぞ く

と食
た

べることが多
おお

い 

３ 朝
あさ

ごはんは食
た

べないことが多
おお

い 

 
問７ 一日

いちにち

の睡眠
すいみん

時間
じ か ん

は平均
へいきん

どのくらいですか（一つに〇） 

１ ５時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

２ ５時間
じ か ん

以上
いじょう

８時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

３ ８時間
じ か ん

以上
いじょう

 

 
問８ 情報

じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

の利用
り よ う

について、ルールを決
き

めていますか（一つに○） 

１ 家庭
か て い

で決
き

めている 

２ 友達
ともだち

同士
ど う し

で決
き

めている 

３ 特
とく

にルールは決
き

めていない 

 

３ページへ 
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問９ 情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

にはフィルタリング（有害
ゆうがい

サイトへのアクセス制限
せいげん

サービス）を設定
せってい

しています 

か（一つに〇） 

   １ フィルタリングしている 

   ２ しているが、見
み

えないサイトやアプリは保護者
ほ ご し ゃ

に頼
たの

んで見
み

えるようにしてもらっている 
   ３ フィルタリングしていない 
   ４ 以前

い ぜ ん

はしていたが解除
かいじょ

や解約
かいやく

をした 

 
問１０ 情報

じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

を使
つか

っていて怖
こわ

いと思うことはなんですか（あてはまるものすべてに○） 

   １ 友達
ともだち

とのトラブル・けんか・いじめ等
など

 

（友達
ともだち

から悪口
わるくち

・嫌
いや

がらせのメールが送
おく

られたり、ＳＮＳ
エスエヌエス

（LINE
ラ イ ン

、Twitter
ツ イ ッ タ ー

、Facebook
フェイスブック

など） 
に書

か

き込
こ

まれたりした等
など

） 
   ２ 個人

こ じ ん

情報
じょうほう

の 流出
りゅうしゅつ

（ウイルス感染
かんせん

や不正
ふ せ い

無料
むりょう

アプリなどにより、自分
じ ぶ ん

の住所
じゅうしょ

や写真
しゃしん

が外
がい

 

部
ぶ

へ漏
も

れ出
で

てしまうこと） 
   ３ C D

シーディー

や D V D
ディーブイディー

の音楽
おんがく

や映
えい

像などを違法
い ほ う

にダウンロードすること 
４ 迷惑

めいわく

メールなどによる架空
か く う

請求
せいきゅう

（使ってないのに請求
せいきゅう

される）や高額
こうがく

請求
せいきゅう

（高
たか

い金額
きんがく

を 

請求
せいきゅう

される）などの詐欺
さ ぎ

行為
こ う い

 
５ 気

き

がつかずにインターネットを長時間
ちょうじかん

利用
り よ う

してしまうこと 
   ６ インターネット上

じょう

で出会
で あ

った人
じん

とのトラブル（ネット上
じょう

での誹謗
ひ ぼ う

中傷
ちゅうしょう

（悪口
わるぐち

や嫌
いや

がら 

せ）や写真
しゃしん

公開
こうかい

等
など

） 
   ７  ネット上

じょう

で個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を公開
こうかい

したことで個人
こ じ ん

が特定
とくてい

され、他人
た に ん

からつきまとい、無言
む ご ん

電話
で ん わ

な 
どのストーカー行為

こ う い

に遭
あ

うこと 

   ８ 特
とく

に怖
こわ

いと思
おも

うことはない 
   ９ その他

た

 （                        ） 
 

問１１ 問
とい

１０の内容
ないよう

はフィルタリングを設定
せってい

することで防
ふせ

ぐことが可能
か の う

となることを知
し

っていま 

すか（一つに〇） 

   １ 知
し

っている 

   ２ 知
し

らなかった 

 
 

《御協力
ごきょうりょく

ありがとうございました。》 
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子どものインターネット利用に関するアンケート 

 

 

  

 

 

 

 

 

※あなたの学年
がくねん

及び性別
せいべつ

に〇をしてください。 

学年
がくねん

（ １年
ねん

 ・ ２年
ねん

 ・ ３年
ねん

  ）  性別
せいべつ

（ 男
おとこ

 ・ 女
おんな

 ） 

 

問１ あなたは次
つぎ

のような情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

（他
た

の人
ひと

とメッセージのやりとりができるような機器
き き

）を使
つか

っていますか（あてはまる機種
き し ゅ

の番号
ばんごう

すべてに○） 

   １ スマートフォン（Android
アンドロイド

 、iPhone
ア イ フォ ン

 、 その他
た

） 

  ２ 携帯
けいたい

電話
で ん わ

 

  ３ パソコン 

  ４ タブレット端末
たんまつ

（Android
アンドロイド

 、iPad
アイパッド

 、学習
がくしゅう

端末
たんまつ

、電子
で ん し

書籍
しょせき

リーダ、その他
た

） 

５ ゲーム機（ D S
ディーエス

 Wii
ウィー

 、プレステ、 P S P
ピーエスピー

 X b o x
エックスボックス

 、その他
た

） 

  ６ 携帯
けいたい

音楽
おんがく

プレイヤー（iPod
アイパッド

 touch
タ ッ チ

 、その他
た

） 

  ７ その他
た

（                              ） 

  ８ 全
まった

く利用
り よ う

していない → 以上
いじょう

で 終了
しゅうりょう

となります 

 
問２ 情報

じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

をどのように利用
り よ う

していますか（あてはまるものすべてに○） 

１ 友達
ともだち

や家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

、予定
よ て い

の調整
ちょうせい

など 
２ 友達

ともだち

や家族
か ぞ く

とのおしゃべりや写真
しゃしん

などの共有
きょうゆう

（みんなで見
み

る） 
３ 学校

がっこう

、部活
ぶ か つ

、塾
じゅく

などとの連絡
れんらく

、試験
し け ん

情報
じょうほう

の確認
かくにん

や共有
きょうゆう

（みんなで見
み

る）など 

４ 電車
でんしゃ

の時刻
じ こ く

や運賃
うんちん

、ニュースや天気
て ん き

予報
よ ほ う

災害
さいがい

情報
じょうほう

などの確認
かくにん

 
５ 学習

がくしゅう

や部活
ぶ か つ

や習
なら

い事
ごと

についての調
しら

べ事
ごと

、辞書
じ し ょ

の利用
り よ う

、文章
ぶんしょう

や資料
しりょう

作成
さくせい

など 
６ 趣味

し ゅ み

についての調
しら

べ事
ごと

 

７ ネットの買
か

い物
もの

やお店
みせ

での買
か

い物
もの

の価格
か か く

比較
ひ か く

など 
８ ゲームや占

うらな

いなど 
９ 音楽

おんがく

を聴
き

いたり作曲
さっきょく

したり動画
ど う が

を見
み

たり電子
で ん し

書籍
しょせき

を読
よ

んだりすること 

１０ 写真
しゃしん

やビデオを撮
と

ったりその加工
か こ う

をしたり保存
ほ ぞ ん

したりすること 
１１ アプリやソフト作成

さくせい

などのプログラミング 
１２ ブログやホームページでの情報

じょうほう

発信
はっしん

（自分
じ ぶ ん

が発信
はっしん

したい情報
じょうほう

をブログなどで公開
こうかい

する） 

１３ 学習
がくしゅう

教材
きょうざい

の利用
り よ う

（アプリや動画
ど う が

講座
こ う ざ

などを含む） 
１４ 前

まえ

の学校
がっこう

の仲間
な か ま

や、新
あたら

しい仲間
な か ま

や友達
ともだち

を探すこと 
１５ 上

うえ

に含
ふく

まれない利用
り よ う

方法
ほうほう

（                           ） 

このアンケートは、スマートフォン・携帯
けいたい

電話
で ん わ

、ゲーム機
き

などの情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

が生活
せいかつ

の中
なか

でどのよ

うに使
つか

われどのような影響
えいきょう

があるか、質問
しつもん

するものです。名前
な ま え

は記入
きにゅう

せず、だれが答
こた

えたか分
わ

からな

いようになっていますので、質問
しつもん

内容
ないよう

をよく読
よ

み、ありのままを答
こた

えてください。 

【注意
ちゅうい

事項
じ こ う

】 

・質問
しつもん

は全部
ぜ ん ぶ

で１１問
もん

あります。 

・回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

を〇で囲
かこ

んでください。（〇をつける数
かず

が決
き

められていますので、その数
かず

だ

け〇をしてください。「その他
た

」と回答
かいとう

した場合
ば あ い

、その内容
ないよう

を（   ）に記入
きにゅう

してください。） 

中 学 校 用 

２ページへ 
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問３ 問
とい

２の利用
り よ う

方法
ほうほう

を多
おお

い順
じゅん

に３つ並
なら

べ、それぞれどのくらい使
つか

いますか 

   またそれ以外
い が い

の利用
り よ う

を含
ふく

めて一日
いちにち

合計
ごうけい

どのくらい使
つか

いますか 

   １     番
ばん

を  分
ふん

・時間
じ か ん

くらい 

   ２     番
ばん

を  分
ふん

・時間
じ か ん

くらい 
   ３     番

ばん

を  分
ふん

・時間
じ か ん

くらい 
    

１から３以外
い が い

も含
ふく

めて一日
いちにち

合計
ごうけい

       分
ふん

・時間
じ か ん

くらい使
つか

います 

 

問４ 情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

を最
もっと

も多
おお

く利用
り よ う

する場所
ば し ょ

を次
つぎ

のうちから一つ選
えら

んでください。（一つに〇） 

   １ 自宅
じ た く

（自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

） 
２ 自宅

じ た く

（自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

以外
い が い

） 
３ 交通

こうつう

機関
き か ん

（電車
でんしゃ

やバスでの移動中
いどうちゅう

、駅
えき

のホームで待
ま

っている間
あいだ

など） 

４ 外出先
がいしゅつさき

 
 

問５ 困
こま

ったり悩
なや

んだことが起
お

きた時
とき

に誰
だれ

に相談
そうだん

しますか（あてはまるものすべてに○） 

   １ 家族
か ぞ く

 
   ２ 友達

ともだち

・先輩
せんぱい

など 
   ３ 学校

がっこう

や塾
じゅく

の先生
せんせい

 

   ４ 近所
きんじょ

の人
ひと

 
５ いじめ相談

そうだん

電話
で ん わ

などの相談
そうだん

機関
き か ん

や警察
けいさつ

など 
６ ネットで調

しら

べたり書
か

き込
こ

んだりして知
し

らない人
ひと

からの返事
へ ん じ

を待
ま

つ 

７ 相談
そうだん

できる信頼
しんらい

できる人がいない 
８ 困

こま

ったり悩
なや

んだりしても相談
そうだん

する勇気
ゆ う き

がない 

 

問６ 朝
あさ

ごはんは誰
だれ

と食
た

べていますか（一つに〇） 

１ 一人
ひ と り

で食
た

べることが多
おお

い 

２ 家族
か ぞ く

と食
た

べることが多
おお

い 

３ 朝
あさ

ごはんは食
た

べないことが多
おお

い 

 
問７ 一日

いちにち

の睡眠
すいみん

時間
じ か ん

は平均
へいきん

どのくらいですか（一つに〇） 

１ ５時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

２ ５時間
じ か ん

以上
いじょう

８時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

３ ８時間
じ か ん

以上
いじょう

 

 
問８ 情報

じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

の利用
り よ う

について、ルールを決
き

めていますか（一つに○） 

１ 家庭
か て い

で決
き

めている 

２ 友達
ともだち

同士
ど う し

で決
き

めている 

３ 特
とく

にルールは決
き

めていない 

 

３ページへ 
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問９ 情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

にはフィルタリング（有害
ゆうがい

サイトへのアクセス制限
せいげん

サービス）を設定
せってい

しています 

か（一つに〇） 

   １ フィルタリングしている 

   ２ しているが、見
み

えないサイトやアプリは保護者
ほ ご し ゃ

に頼
たの

んで見
み

えるようにしてもらっている 
   ３ フィルタリングしていない 
   ４ 以前

い ぜ ん

はしていたが解除
かいじょ

や解約
かいやく

をした 

 
問１０ 情報

じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

を使
つか

っていて怖
こわ

いと思うことはなんですか（あてはまるものすべてに○） 

   １ 友達
ともだち

とのトラブル・けんか・いじめ等
など

 

（友達
ともだち

から悪口
わるくち

・嫌
いや

がらせのメールが送
おく

られたり、ＳＮＳ
エスエヌエス

（LINE
ラ イ ン

、Twitter
ツ イ ッ タ ー

、Facebook
フェイスブック

など） 
に書

か

き込
こ

まれたりした等
など

） 
   ２ 個人

こ じ ん

情報
じょうほう

の 流出
りゅうしゅつ

（ウイルス感染
かんせん

や不正
ふ せ い

無料
むりょう

アプリなどにより、自分
じ ぶ ん

の住所
じゅうしょ

や写真
しゃしん

が外
がい

 

部
ぶ

へ漏
も

れ出
で

てしまうこと） 
   ３ C D

シーディー

や D V D
ディーブイディー

の音楽
おんがく

や映
えい

像などを違法
い ほ う

にダウンロードすること 
４ 迷惑

めいわく

メールなどによる架空
か く う

請求
せいきゅう

（使ってないのに請求
せいきゅう

される）や高額
こうがく

請求
せいきゅう

（高
たか

い金額
きんがく

を 

請求
せいきゅう

される）などの詐欺
さ ぎ

行為
こ う い

 
５ 気

き

がつかずにインターネットを長時間
ちょうじかん

利用
り よ う

してしまうこと 
   ６ インターネット上

じょう

で出会
で あ

った人
じん

とのトラブル（ネット上
じょう

での誹謗
ひ ぼ う

中傷
ちゅうしょう

（悪口
わるぐち

や嫌
いや

がら 

せ）や写真
しゃしん

公開
こうかい

等
など

） 
   ７  ネット上

じょう

で個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を公開
こうかい

したことで個人
こ じ ん

が特定
とくてい

され、他人
た に ん

からつきまとい、無言
む ご ん

電話
で ん わ

な 
どのストーカー行為

こ う い

に遭
あ

うこと 

   ８ 特
とく

に怖
こわ

いと思
おも

うことはない 
   ９ その他

た

 （                        ） 
 

問１１ 問
とい

１０の内容
ないよう

はフィルタリングを設定
せってい

することで防
ふせ

ぐことが可能
か の う

となることを知
し

っていま 

すか（一つに〇） 

   １ 知
し

っている 

   ２ 知
し

らなかった 

 
 

《御協力
ごきょうりょく

ありがとうございました。》 
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子どものインターネット利用に関するアンケート 

 

 

  

 

 

 

 

 

※あなたの学年及び性別に〇をしてください。 

学年（ １年 ・ ２年 ・ ３年  ）  性別（ 男 ・ 女 ） 

 

問１ あなたは次のような情報通信機器（他の人とメッセージのやりとりができるような機器）を使

っていますか（あてはまる機種の番号すべてに○） 

   １ スマートフォン（Android 、iPhone 、 その他） 

  ２ 携帯電話 

  ３ パソコン 

  ４ タブレット端末（Android 、iPad 、学習端末、電子書籍リーダ、その他） 

５ ゲーム機（DS Wii 、プレステ、 PSP Xbox 、その他） 

  ６ 携帯音楽プレイヤー（iPod touch 、その他） 

  ７ その他（                              ） 

  ８ 全く利用していない → 以上で終了となります 

 
問２ 情報通信機器をどのように利用していますか（あてはまるものすべてに○） 

１ 友達や家族との連絡、予定の調整など 
２ 友達や家族とのおしゃべりや写真などの共有（みんなで見る） 
３ 学校、部活、塾などとの連絡、試験情報の確認や共有（みんなで見る）など 

４ 電車の時刻や運賃、ニュースや天気予報災害情報などの確認 
５ 学習や部活や習い事についての調べ事、翻訳や辞書の利用、文章や資料作成 
６ 趣味についての調べ事 

７ ネットの買い物やお店での買い物の価格比較など 
８ ゲームや占いなど 
９ 音楽を聴いたり作曲したり動画を見たり電子書籍を読んだりすること 

１０ 写真やビデオを撮ったりその加工をしたり保存したりすること 
１１ アプリやソフト作成などのプログラミング 
１２ ブログやホームページでの情報発信（自分が発信したい情報をブログなどで公開する） 

１３ 学習教材の利用（アプリや動画講座などを含む） 
１４ 前の学校の仲間や、新しい仲間や友達を探すこと 
１５ 上に含まれない利用方法（                           ） 

このアンケートは、スマートフォン・携帯電話、ゲーム機などの情報通信機器が生活の中でどのよ

うに使われどのような影響があるか、質問するものです。名前は記入せず、だれが答えたか分からな

いようになっていますので、質問内容をよく読み、ありのままを答えてください。 

【注意事項】 

・質問は全部で１１問あります。 

・回答は、あてはまる番号を〇で囲んでください。（〇をつける数が決められていますので、その数

だけ〇をしてください。「その他」と回答した場合、その内容を（   ）に記入してください。） 

高 等 学 校 用 

２ページへ 
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問３ 問２の利用方法を多い順に３つ並べ、それぞれどのくらい使いますか 

   またそれ以外の利用を含めて一日合計どのくらい使いますか 

   １     番を  分・時間くらい 

   ２     番を  分・時間くらい 
   ３     番を  分・時間くらい 
    

１から３以外も含めて一日合計       分・時間くらい使います 

 

問４ 情報通信機器を最も多く利用する場所を次のうちから一つ選んでください。（一つに〇） 

   １ 自宅（自分の部屋） 
２ 自宅（自分の部屋以外） 
３ 交通機関（電車やバスでの移動中、駅のホームで待っている間など） 

４ 外出先 
 

問５ 困ったり悩んだことが起きた時に誰に相談しますか（あてはまるものすべてに○） 

   １ 家族 
   ２ 友達・先輩など 
   ３ 学校や塾の先生 

   ４ 近所の人 
５ いじめ相談電話などの相談機関や警察など 
６ ネットで調べたり書き込んだりして知らない人からの返事を待つ 

７ 相談できる信頼できる人がいない 
８ 困ったり悩んだりしても相談する勇気がない 

 

問６ 朝ごはんは誰と食べていますか（一つに〇） 

１ 一人で食べることが多い 

２ 家族と食べることが多い 

３ 朝ごはんは食べないことが多い 

 
問７ 一日の睡眠時間は平均どのくらいですか（一つに〇） 

１ ５時間未満 

２ ５時間以上８時間未満 

３ ８時間以上 

 
問８ 情報通信機器の利用について、ルールを決めていますか（一つに○） 

１ 家庭で決めている 

２ 友達同士で決めている 

３ 特にルールは決めていない 

 

３ページへ 
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問９ 情報通信機器にはフィルタリング（有害サイトへのアクセス制限サービス）を設定しています 

か（一つに〇） 

   １ フィルタリングしている 

   ２ しているが、見えないサイトやアプリは保護者に頼んで見えるようにしてもらっている 
   ３ フィルタリングしていない 
   ４ 以前はしていたが解除や解約をした 

 
問１０ 情報通信機器を使っていて怖いと思うことはなんですか（あてはまるものすべてに○） 

   １ 友達とのトラブル・けんか・いじめ等 

（友達から悪口・嫌がらせのメールが送られたり、ＳＮＳ（LINE、Twitter、Facebookな 

ど）に書き込まれたりした等） 
   ２ 個人情報の流出（ウイルス感染や不正無料アプリなどにより、自分の住所や写真が外部へ 

漏れ出てしまうこと） 
   ３ CD や DVD の音楽や映像などを違法にダウンロードすること 

４ 迷惑メールなどによる架空請求（使ってないのに請求される）や高額請求（高い金額を 

請求される）などの詐欺行為 
５ 気がつかずにインターネットを長時間利用してしまうこと 

   ６ インターネット上で出会った人とのトラブル（ネット上での誹謗中傷（悪口や嫌がらせ） 

や写真公開等） 
   ７  ネット上で個人情報を公開したことで個人が特定され、他人からつきまとい、無言電話な 

どのストーカー行為に遭うこと 

   ８ 特に怖いと思うことはない 
   ９ その他 （                        ） 
 

問１１ 問１０の内容はフィルタリングを設定することで防ぐことが可能となることを知っていま 

すか（一つに〇） 

   １ 知っている 

   ２ 知らなかった 

 
 

《御協力ありがとうございました。》 



ネット依存症の診断基準の早期確立と有効な対策の検討について 

 

神奈川県、横浜市、川崎市及び相模原市の四県市は、子どもたちの健全な育

成環境を整えていくため、小学生、中学生、高校生を対象としたインターネッ

ト利用の実態調査を実施し、ネット依存への傾向も含めた子どもたちのインタ

ーネット利用の実態を把握するとともに、今後のネット依存から子どもを守る

ための効果的な方法について意見交換を行い、共同で研究や検討を行ってきた。 

一方、ネット依存症については、国際的にも治療ニーズが高まっており、神

奈川県では、依存症治療で全国的に有名な「国立久里浜医療センター」と連携

して、ネット依存に悩む本人・家族に対して、情報提供や相談対応を行ってい

る。 

しかしながら、ネット依存症は、現在のところ、世界共通の診断基準である

「精神疾患の診断と分類の手引き（ＤＳＭ）」や「国際疾病分類（ＩＣＤ）」

のいずれにも収録されていないことから、今後、効果的なネット依存対策に取

り組んでいくため、次のとおり意見を表明する。 

 

国において、ネット依存に関わる世界共通の診断基準が早急に策定されるよ

う WHO 等の国際的機関に働きかけるとともに、有効なネット依存予防策につい

て検討し、モデルとなる対策を提示すること。 

 

 

 

平成 26年 月 日 

 

 文部科学大臣  下 村 博 文 様 

 厚生労働大臣  塩 崎 恭 久 様 

  

            

神奈川県知事  黒 岩 祐 治 

横 浜 市 長  林   文 子 

川 崎 市 長  福 田 紀 彦 

相模原市 長  加 山 俊 夫 

 

資料２ 



 

地方分権改革の実現に向けた提言 
 

神奈川県、横浜市、川崎市及び相模原市の四県市は、地域の自主性・自立性を高

めるとともに個性豊かで活力に満ちた地域社会を実現するため、これまで地方分権

改革に積極的に協調・連携して取り組んできた。 

地方分権改革については、６月に「事務・権限の移譲等に関する見直し方針」を

踏まえた第４次一括法が公布されたことなどから、国は地方分権改革推進委員会の

勧告事項について一通り検討したとして、「地方分権改革の総括と展望」を取りま

とめた。 

また、本年９月に「まち・ひと・しごと創生本部」が創設され、国として、「人口

減少克服・地方創生」という構造的な課題に取り組むという強い姿勢が示された。 

一方で、地方分権改革に関する「提案募集方式」が開始されたが、権限移譲や義

務付け・枠付けの見直し、国から地方への税源移譲が十分に行われていないなど、

依然として取組が不十分な状況にある。 

今後は、地方が自らの判断と責任において地域の実情に沿った行政運営ができる

よう、「提案募集方式」における地方の提案の実現等を通じて、地方の意見を最大限

尊重した改革を推進し、特に以下に掲げる事項について、更なる地方分権改革の実

現に向けた取組を確実に実行することを強く求めるものである。 

 

１ 国と地方の役割分担の徹底した見直しによる地方への権限移譲 

(1)  国と地方の役割分担については、「補完性の原則」に基づき、引き続き、徹

底した見直しを行い、地方にとって行政サービスの実質的な決定権の拡大につ

ながることを第一として、これまでの地方分権改革に係る一括法等の内容にと

どまらず、地方への大幅な権限移譲を進めること。 

 また、権限移譲に当たっては、確実に、必要な税財源を一体的に移譲するこ

と。特に、県費負担教職員制度の見直しに係る財政措置については、県・指定

都市の双方にとって財政運営への影響を最小限とすること、すなわち、財政中

立を基本として、国において地方財政措置を検討し、適切に講じること。 

(2) 義務付け・枠付けの見直しについては、これまでの地方分権改革に係る一括

法等の取組にとどまらず、地方からの意見を十分踏まえ、早期に、廃止を基本

として、政治主導による更なる見直しを行うこと。 

 また、見直しを行う際は、法制化により既に設定されたものの撤廃も含め、

「従うべき基準」の設定は行わないこと。 

(3) 地方分権改革に関する「提案募集方式」については、四県市においても、各

団体の発意に基づき、ハローワーク業務の移管等、積極的に提案を行ったが、

地方からの提案に対して、国は検討を行っているものの、現時点で実現が見込

まれるものは極端に少ない状況である。地方からの発意・提案により地方分権

改革を進めるという「提案募集方式」の意義を十分に踏まえ、国として、真摯

に検討を行い、ひとつでも多くの提案を実現させること。 

 なお、本方式の導入にとどまることなく、国においても自ら地方分権改革に

主体的に取り組むこと。 

 

資料３ 

 
 



２ 真の分権型社会にふさわしい地方税財政制度の構築 

(1)  地方が自主的かつ自立的に行財政運営を行えるよう、消費税、所得税、法人

税など複数の基幹税からの一層の税源移譲について、具体的な工程を明示し、

地方の役割分担に見合う地方税源の充実強化を行うこと。 

(2) 地方公共団体間の財政力格差の是正は、地方税収を減ずることなく、国税か

らの税源移譲や地方交付税の法定率引上げ等、地方税財源拡充の中で地方交付

税なども含め一体的に行うべきである。 

 地方法人税及び地方法人特別税は、単なる地方間の税収の再配分となる制度

であり、受益と負担の関係に反し、また、真の分権型社会に逆行するものであ

る。したがって、地方法人税は、速やかに撤廃し、法人住民税へ復元すること。 

 また、地方法人特別税は、平成27年10月までに確実に撤廃し、地方税である

法人事業税に復元すること。 

(3) 国の施策として法人実効税率を引き下げるための措置を講ずる場合には、法

人税額が法人住民税法人税割の課税標準となっていること等に鑑み、法人住民

税が減収とならない制度設計を行うこと。 

 (4) 自動車取得税及び自動車重量税の見直しに当たっては、両税が地方自治体の

都市基盤整備などの貴重な安定財源となってきた経緯、また、自動車取得税の

税率の引下げや自動車重量税のエコカー減税の拡充に伴い大幅な減収となっ

ていること等も踏まえ、地方税により安定的な代替財源を確保すること。 

(5) 償却資産に対する固定資産税は、市町村の行政サービスを享受していること

に着目して課する同税の性格や、行政サービスを提供する上での貴重な安定財

源であることを踏まえ、国の経済対策等の観点から見直しを行うべきではなく、

現行制度を堅持すること。 

(6) 神奈川県臨時特例企業税条例を違法、無効とした平成25年３月の最高裁判決

は、地方の課税自主権が、あまりに狭い範囲にとどまっていることを示したも

のである。現在の法律では、地方分権の推進や課税自主権の積極的な活用を図

ることが困難と言わざるを得ない。 

 この判決の補足意見で、地方自治体が法定外税を創設することの困難性が示

され、「国政レベルにおける立法推進に努めるほかない」と指摘されたことを

踏まえ、地方の課税自主権の拡大を制度的に保障するため、関係法令の抜本的

見直しの検討を進めること。 

 また、法人実効税率の引下げに関連し、地方が課税自主権を活用して実施し

ている法人住民税・事業税の超過課税の見直しを求めようとする国の動きも見

受けられるが、地方の課税自主権を尊重し、超過課税の見直しを求めないこと。 

 (7)  地方交付税は地方固有の財源である。このため、国の歳出削減を目的とした

総額の一方的な削減は決して行うべきではなく、現在、地方が重点的に取り組

んでいる地域経済基盤強化・雇用等対策に係る歳出特別枠や別枠加算を堅持し、

必要な総額を確保すること。 

 

 

 
 



 また、法人実効税率を引き下げるための措置を講ずる場合の地方交付税原資

の減収分については、国の責任において、法定率を引き上げることで対応する

こと。 

さらに、地方財源不足の解消は、地方交付税の法定率引上げによって対応す

ることとし、臨時財政対策債は速やかに廃止すること。 

なお、廃止までの間、財政力指数の高い地方自治体に多く配分されている臨

時財政対策債発行可能額の算定方法を見直すこと。 

(8) 国庫補助負担金は、国と地方の役割分担の見直しを行った上で、国が担うべ

き分野については、必要な経費全額を国が負担するとともに、地方が担うべき

分野については、国庫補助負担金を廃止し、所要額を全額税源移譲すること。 

 また、税源移譲されるまでの間、地方が必要とする総額を確保するとともに、

事業規模や使途に関する要件の緩和、予算の流用への弾力的対応、事務手続の

簡素化等、地方にとって、自由度が高く活用しやすい制度とすること。 

(9)  国において新たな施策や制度改正を実施する場合は、事務費用も含め、国が

責任をもって全額を負担し、地方に財政的な負担を生じさせないこと。 

(10) 地方の自主的かつ安定的な財政運営のため、株式会社による保育所整備な

ど、民間事業者による公共的な施設整備の補助に要する経費や、老朽化する公

共施設の維持修繕について、経費の平準化を図るため、耐用年数の範囲内で起

債対象とするなどの拡充を図ること。 

 

３ 道州制の議論に当たって 

道州制の議論に当たっては、真に地方分権に資するものとなるよう、地方の意

見を十分に尊重すること。 

また、道州制の議論にとらわれることなく、権限移譲、義務付け・枠付けの見

直し、地方税財政制度の改革を一体的に進めること。 

 

平成26年 月 日 

 

内 閣 総 理 大 臣  安倍 晋三 様 
地方創生担当大臣  石破 茂  様 
総 務 大 臣  高市  早苗 様 

 
 

神奈川県知事  黒 岩 祐 治 
横 浜 市 長  林   文 子 
川 崎 市 長  福 田  紀 彦 
相 模 原 市 長  加 山 俊 夫 

 
 



国際競争力の強化に向けた首都圏の空港政策の充実について 
 

 

 24時間国際拠点空港化が進む羽田空港においては、平成 26年 3月より、昼間時間帯（ 6時か
ら 23時まで）の国際線の発着枠が年間3万回拡大されました。これにより、これまでの
アジア近距離路線に加え、欧州・北米や東南アジアへの高需要・ビジネス路線が充実し、
ますます利便性が高まりました。その結果、訪日外国人が増加するなど、着実な効果が見ら
れます。 

しかしながら、我が国の国際競争力の強化や2020年のオリンピック・パラリンピック開催地に
東京が選ばれたことも踏まえた利用者の利便性向上のためには、今後、国際線機能を一層充実させ
ることが必要です。 
また、平成26年度中には、首都圏空港（羽田・成田空港）における空港処理能力75万回化が達成

される見通しであり、これにより空港処理能力では、アジアにおいてトップクラスとなりますが、

首都圏空港の需要は増加傾向にあり、2020年代に計画処理能力を超過する見込みのため、将来を見

据えた拡大などの対策にも取り組んでいかなければなりません。 

こうした中、国においては、「日本再興戦略」（平成25年6月14日閣議決定）や「日本再興戦略

改訂2014」（平成26年6月24日閣議決定）を踏まえ、首都圏空港の機能強化と都心アクセスの改善

の検討、オープンスカイの戦略的な推進、ビジネスジェットの利用環境の整備や空港アクセスの改

善に向けたバス関連規制の緩和等を実施することとし、更には、「国家戦略特区」により世界で一

番ビジネスがしやすい環境の創出等に向け、様々な取組が進められています。 

一方、空港周辺の自治体においても、羽田空港国際化の効果を最大限に活用した京浜臨海部ライ

フイノベーション国際戦略総合特区の取組や国家戦略特区の取組などを進めているところですが、

こうした取組を更に推進するためにも、首都圏の空港政策のより一層の充実が不可欠となっていま

す。 

今般、「首都圏空港機能強化の具体化に向けた協議会」と「羽田空港周辺・京浜臨海部連携強化

推進委員会」が設置され、具体的な検討が開始されるなど進展が見られるところですが、引き続き、

特に、次の事項について積極的に取り組まれますよう、羽田空港再拡張事業への資金協力者である

神奈川県・横浜市・川崎市に、相模原市を加えた神奈川に位置する四団体として、申し入れます。 

 

１ 国際競争力強化に向けた羽田空港の機能強化 

（１）国際線機能の更なる充実 

航空協議で合意されていながら未就航状態となっている路線の早期就航に向けた取組を進

めるとともに、深夜早朝枠の有効活用や国際的な競争に見合う空港着陸料の設定などにより、

国際線機能の一層の充実を図ること。 

また、深夜早朝時間帯においては、利用者の移動手段確保のため、空港と各都市を結ぶバ

スなどの公共交通機関の充実や空港周辺の宿泊施設の整備などについて、国として主体的な

取組を進め、利用者の利便性の向上に取り組むこと。 

加えて、発着回数の拡大に伴い、新たに発生する航空機の騒音対策などについて、平成25

年度から羽田空港周辺環境対策に係る取組が進められているが、環境影響評価で示した環境

保全措置を確実に実施するなど、更なる騒音の軽減に取り組み、特に、深夜早朝時間帯の飛

行については、十分配慮すること。 

 

（２）首都圏空港の更なる機能強化に向けた着実な推進 

将来の空港容量の拡大を含む首都圏空港の更なる機能強化の具体的検討にあたっては、神

奈川四団体を含む関係自治体等の意見を十分に踏まえ、国の負担と責任において取組を進め

ること。 

特に、今後、羽田空港の飛行ルートの見直しにあたっては、周辺自治体や利害関係者と事

前に協議するとともに、騒音影響などについて地元住民に十分説明するなど、丁寧な対応に

努めること。 

２ 羽田空港を核としたまちづくりや空港周辺の都市・交通インフラ整備に向けた取組 

空港政策の充実と空港周辺のまちづくりは密接にかかわるものであり、それを支える都市・交

通インフラの整備、充実にも取り組むこと。 

今後、産業の国際競争力強化と国際的な経済活動拠点の実現に向けて、国際戦略総合特区に指

定されている多摩川両岸の殿町国際戦略拠点キングスカイフロントと羽田空港跡地等が、羽田空

港を中心とした一体的な拠点として連携を強化するためには、羽田連絡道路の早期整備が重要で

あることから、積極的な取組を図ること。 

加えて、羽田空港の国際化の効果を広く波及させるためにも、広域的な交通ネットワークの形

成が必要であることから、関係自治体の意向を踏まえながら、神奈川県内の国道357号の着実な

整備などに関して取組を進めること。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成26年10月 日 

 
国土交通大臣 太田 昭宏 殿                                         

 

                  

神奈川県知事  黒岩 祐治 

 

 

 

横 浜 市 長  林  文子 

 

 

 

川 崎 市 長  福田 紀彦 

 

 

 

相模原市 長    加山 俊夫 
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子育て支援の取組を一層強化することで、男女ともに活躍できる社会を実現するため、

神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市は、連携して次の取組を行います。 

 

 
 

 

○ 潜在保育士の就職を支援するために、県内の「潜在保育士」向けのメッセージ

を四県市共同で作成し、保育士の仕事のやりがいなどについて直接訴えかける

ことで、なかなか就職への一歩が踏み出せない潜在保育士の気持ちに寄り添い、

保育・教育の現場への復帰・就職を促していく。 

【取組事項１】 県内の潜在保育士向けメッセージの作成 

男女の活躍を推進する子育て支援について 

 

 

○ 放課後児童支援員だけでなく、放課後児童健全育成事業を担う現任職員のスキル

アップのための研修を共通のプログラムで実施することを検討 

 

○ 「子ども・子育て支援新制度」において事業対象児童が小学校６年生まで広がっ

たことで、放課後児童健全育成事業を担う現場職員には、学齢期の児童について

より一層専門性が求められている。児童に関わる職員の資質の向上と安定雇用が

放課後児童健全育成事業の充実に不可欠であることから、そのための対応につい

て協議し、取組を一層強化する。 

【取組事項２】県内における放課後児童健全育成事業の職員の資質向上と安定雇用に向けた取組 

 

 

 

○ 四県市のワーク・ライフ・バランス推進に向けたこれまでの連携した取組の充

実を検討 

 

○ 各県市が実施する企業種別ごとや課題テーマごとのセミナーや相談会などを共

催し、企業の種別やニーズに合ったセミナー等に、自治体の垣根を超えて参加

できるようにし、個々の企業に適した取組を学び、実践につなげやすくする機

会を拡大することにより、企業のワーク・ライフ・バランス推進の取組支援を

一層強化する。 

【取組事項３】 四県市が連携する企業向けの取組 

別紙 
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